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Urban Space in Tokyo has been transformed by Destruction and Regeneration such as Civilization in 
Meiji-period, Great Kanto Earthquake in Taishō period, Great Tokyo Air Raids in Shōwa period, Urbanization 
in High growth period in Modern and Contemporary. However, the Character of the place which was formed 
in Edo period by adapting to the original terrain in Tokyo has been taking root in Contemporary Tokyo . 
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０.	 はじめに 
東京は、武蔵野台地の豊かな地形や江戸時代の徳川家
康入府後の都市計画により、現在の都市の骨格を生み出
した。その骨格を用いて生み出した場所性（ゲニウス・
ロキ）は、近現代の破壊と再生の中で姿を変容させた。
現代社会において、それは姿を消しているように思える
が実は意外なところに宿っているのではないか。そんな
意外性を探し出すために、江戸時代生み出した場所性を
元にその場所の現在の様子を考察し、過去からの変遷を
裏付けてしていくことで明かしていく。	 
 
１．	 現代の東京の都市空間を構成する要素 
	 （１.１）ゲニウス・ロキとは	 
	 ゲニウス・ロキについては、「ゲニウス・ロキを尊重
するとは、古いモデルを複製することを意味しない。場
所の同一性を決定し、常に新たな仕方でそれを解釈する。
そこではじめて生きた伝統について語ることが可能にな
り、変化を意味あるものにするのである。」(クリスチャ
ン・ノルベルグ＝シュルツ『ゲニウス・ロキ-建築の現象
学をめざして』)、「建築類型は都市条件、社会的条件の
変化によって、都市組織と絡み合いながら次の新しい類
型へと姿をかえていく」（陣内秀信『都市のルネサンス』）
の二つの言葉を参考にして考察を考えていく。	 
	 
	 （１.２）東京の自然地形について	 
１.）７つの丘	 
	 東京には「上野台地」、「本郷台地」、「小石川・目
白台地」、「牛込台地」、「四谷・麹町台地」、「赤坂・
麻布台地」、「芝・白金台地」の７つの丘があり、それ
らの間に「千駄木・不忍谷」、「指ヶ谷谷」、「平川谷」、
「溜池谷」、「古川谷」が入り込むという台地と谷地が
交差する複合的な地形が成り立っている。	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 図 1	 東京の地形	 
	 
２.)	 自然河川	 
	 東京都の中央部を形成している武蔵野台地は平らな台
地であるが、台地東部の標高50m以下の付近では、幾筋も
の谷が入り込んでおりその谷の突き当たりで標高45～
50mのところを流れている地下水が地表に溢れ出し、谷筋
を流れて川となる。神田川もその一つであり、井の頭池
を主水源として川が形成された。上流は、自然河川であ
る神田上水であり、武蔵野台地の低地を蛇行しながら流
れ、江戸時代は水量豊富で、稲作を行う水田地帯のため
の灌漑用水としても使用されていた。神田川の他にも東
京の自然河川は、古来より文明や文化を育んできたが、
近現代の破壊と再生の中で流路が変更されたり埋め立て
られたり、蓋をされてしまった。	 
	 
	 	 
	 	 	 	 	 図2	 東京の河川の変移	 
	 
	 	 （１.３）江戸の都市計画	 
１.）プレ江戸期の都市計画	 
２.)	 江戸の成立背景と徳川家康の都市計画	 
３.)	 明暦の大火後に生まれた場所性	 
	 幕府はまず、江戸の都市構造を防災都市化を主眼とす
る都市改造を計画した。それにより武家屋敷が移動し、
連鎖反応していき諸大名へ火災時の避難所として下屋敷
を下賜していった。また、下屋敷を下賜されない大名・
旗本は、農地を購入して抱屋敷とし、避難所を確保した。
これによりどの大名も中屋敷、下屋敷をもつようになる
と、山の手側の条件の良い場所は次々と大名屋敷によっ
て占められていった。それらは避難所としての役割だけ
でなく、武蔵野丘陵の豊かな自然をとりこみ庭園を配し
た私邸あるいは別邸としての役割をもった。武家屋敷や
寺社の移転が、これまで江戸市中にあったものに対し、
江戸市街へ拡大していく中、江戸市街の周辺部でなどに
寺町が成立し、移転先確保のために市街地が新たに造成
された。また明暦大火後には、防火施設として広小路や
火除け地が設置された。この火除け地増設にともなう橋
のたもとの広小路のような新たな江戸の場所では、見世
物や小芝居の興行が行われ、多くの場所性が生まれた。	 
 
２．	 継承される江戸文化と場所性 
	 （２.１）富士塚信仰	 
１.）江戸文化として生まれた富士信仰	 
２.)	 現在も継承されるお山開き	 
３.)	 共同体として弱まる富士信仰	 
	 （２.２）渡御	 
１.）場所を変える荏原神社の海中渡御	 
品川の荏原神社の海中渡御は江戸時代、品川宿沖の遠浅
の海の浅瀬で行われていた。宿場と漁村が混在する場所
に荏原神社が位置していたため、荏原神社の渡御を通し
て宿場の町人と漁村の村人は強いコミュティを形成して
いた。そんな渡御も高度経済成長期の東京湾埋立により
休止したり場所を移転しながら存続させていた。現在も
お台場海浜公園で継承されているが、それは渡御とその
場所が生んだゲニウス・ロキを通して、コミュニティの
繋がりが存続しているからだ。 
	 
２.）海中渡御から舟渡御へ変わる佃の渡御	 
３.）再生する浅草三社祭	 
	 （２.３）隅田文化	 
１.）聖なる川、隅田川の存在	 
２.）墨堤における江戸文化	 
３.）川辺の江戸文化	 
隅田川の江戸から続く情緒、文化は高度経済成長期に入
り、一気に崩れ去った。この時期の都市化と地盤沈下に
より水害が増加した首都圏東京を水害から守るために
1957年から高潮堤防整備が進められ、高さ3～4mにも達す
るこのスーパーカミソリ堤防は、川と人々の暮らし、水
辺と人の距離を完全に隔て、同時にこの地域に根付いた
文化、風景を破壊した。一方、柳橋の屋形船、隅田川の
花火という文化は存続した。この背景には、この柳橋の
女将の努力がある。江戸期から続き、この隅田川や柳橋
を繁栄させた隅田川の花火、屋形船は高度経済成長期の
東京オリンピックの頃、隅田川の汚濁と悪臭で中止され
た。これに対し、柳橋の料亭の女将らが当時東京都知事
であった美濃部亮吉郎知事に粘り強く働きかけ、川のヘ
ドロを取り去る事ができた。その結果、隅田川の悪環境
の改善が進行し、1978年に隅田川の花火大会は復活した。
また、船宿「小松屋」と料亭「子安」の女将の働きかけ
により、途絶えていた屋形船も1977年に復活した。隅田
川に宿った文化は、時代の変動の中で生き続け、違う形
となって蘇った。一方、そこにはその場所と文化の関係
があり、その場の人々により再生し、継承され、場所に
根付くゲニウス・ロキが生き続けているのである。	 
	 
３．	 現代に生かされる江戸の場所性	 
	 （３.１）山の手における場所の継承	 
１.）大名屋敷、寺社の立地のについて	 
	 大名屋敷は、明暦の大火後、山の手側の条件の良い場
所に立地していった。それらは、武蔵野丘陵の豊かな自
然をとりこみ庭園を配した私邸あるいは別邸としての役
割をもった。また、寺社はいずれも「聖なる空間」をも
ち、それに順応して配置の計画がなされた。それは、高
密な世俗の市街地を避け、地形を巧みに読み込みながら、
背後に自然をひかえる市域の周縁に置かれた。山の手に
配された寺社は、緑に包まれ、しかも眺望のきく立地条
件のよい高台のエッジに置かれ、坂や階段によってアプ
ローチする象徴的な構成をとっていた。	 
	 
２.）境内地の場所の継承	 
江戸時代多くの寺社は、大地のエッジという高台の緑深
い自然で覆われたうっそうとした空間に境内地を配置し、
参道前の＜俗＞なる空間と境内地の＜聖＞なる空間を作
親水公園
高速道路の高架下
り上げていた。その聖域としての性格は、自然だけでな
く寺院群で構成することでも強調されていた。増上寺の
かつての境内地内にあった真乗院の敷地に竣工した懐石
料理屋の芝とうふ屋うかいは、現代社会においてその聖
域としての雰囲気を読み取り生かそうとしてうまれた建
築だ。この建築が立地する増上寺のかつての境内地も昭
和初期まではある程度聖域としての空間を存続させてい
たが、高度経済成長期には民間企業の身勝手な開発によ
りその性格をかなり弱めた。再生期に入り、境内地の緑
地の見直しが検討され、聖域としての自然が回復した結
果、うかいが出店した。	 
	 
	 	 
	 	 	 図 3	 増上寺境内地の整備前後の緑地変化	 
	 
３.）大名屋敷の踏襲	 
文明開化後、多くの大名屋敷地がそのまま学校建築など
の公共建築や華族や政界の有力者の邸宅として利用され
たが、建物の基本的な配置、敷地利用、門・塀の構えな
どには屋敷を構えるかつての意識が根付いていた。	 
	 	 
	 	 
図 4	 大名屋敷地の転換一覧(学校、大使館)	 
	 
４.）大名庭園を生かした建築	 
かつて大名庭園が備えた「遊興の措置」と「儀礼の措置」
の二つの側面は、時代を経た現代社会において、ホテル
や結婚式場の「慰楽の場」や「晴れの場」として生かさ
れている。	 
	 
	 
	 	 	 図 5	 大名屋敷地の変遷(ホテル、結婚式場)	 
	 
５.）利用される大名庭園	 
建築基準法改正や都市開発法が高度になり高層ビルが建
ち並ぶようになった現代社会において、大名庭園は公開
空地と呼ばれる再開発を通して都市に公開した空間を作
れば、その分建物を高層化できるという制度に利用され
ている。さらに、高層化を可能にする制度は多様化し、
現在では様々な種類ある。その中で、東京ミッドタウン
の開発では、再開発等促進区を定める地区計画制度を用
いて防衛庁跡地を再開発した。この再開発等促進区を定
める地区計画制度というのは、まとまった規模を有する
低・未利用地（工場、鉄道操車場、港湾施設の跡地等）
の土地利用転換を図り、建築物と公共施設の整備を一体
的かつ総合的に計画することにより、土地の有効活用、
都市機能の増進、住宅・業務床の供給の促進、地域の活
性化の拠点づくり等を誘導する手法として昭和６３年に
設けられた制度だ。	 
	 
	 
	 	 	 図 6	 都市開発における大名庭園の活用図	 
	 
	 （３.２）下町における場所の継承	 
１.）江戸時代の下町	 
水の辺では町人地が立地した。それは、江戸の都市計画
によりデルタを造成して生み出された空間であり、そこ
には四方に掘割が巡らされた。「この町人地の立地する
下町は、イタリアのヴェネツィアにもたとえられるほど
の魅力に富んだ水の都であった。」（陣内秀信『東京の
空間人類学』）そのため、地形に恵まれた山の辺に美し
い景観が備わっていたのと同様に、水の辺でも水辺が生
み出す美しい景観が備わっていたのである。また、下町
には山手の台地上に立地した大名屋敷とは対照的な敷地
割が存在し、整然と配置された。これは、道路幅による
幾つかのヒエラルキーを持つ道と、敷地単位である「町
屋敷」が短柵上に並ぶブロックとが組み合わされること
で「両側町」を形成し、一つの完結したパッケージをつ
くるものだ。これら下町の都市形成により、「橋のたも
と」、交差点としての「辻」、舟運の交通システムが生
んだ「河岸」の特別な意味を生んだ。	 
２.）江戸時代生まれた水の辺における場所性と継承	 
「河岸」：河岸地を占めていた土蔵はその後建築様式を変
えていき、舟運が主運でなくなる以前までは大きな倉庫
へ変容した。陸運が主運となった現在、倉庫の空間的特
性を利用した建築は数多く存在している。そんな中、天
王洲運河沿いの倉庫を利用して、水辺に開いたレストラ
ンが竣工した。これは、TY	 HARBOR と呼ばれる建物で港区
の運河ルネッサンス計画という厳しい港湾上の規制を緩
和する措置により竣工が実現した。	 
「橋のたもと」：自然発生的に盛り場を形成した橋のたも
とは、その立地特性として「広場」としての性格や「交
通拠点」としての性格をもっていた。高度経済成長期の
交通システムの変更や水と建築や人との距離を引き離し
た防潮堤によりその存在は消えていったが、万世橋のた
もとには、その性格が残りつづけた。新しく生まれたマ
ーチエキュート万世橋は、その広場のシンボル性や水辺
との関係をうまく継承している。	 
「辻」：銀座には、辻としての特別な意味を継承した建物
が現在も多く建設され、その意味は現代的解釈の中で新
たなものになりつつある。その一例として、数寄屋橋交
差点に竣工した東急プラザ銀座店が挙げられる。ここで
は、塔屋や時計塔によりその「辻」の特別な意味である
シンボル性を強調していた建築に対し、この建物では江
戸切子を用いた立体的なガラスの表現と照明計画による
現代的な計画によりシンボル性を表現している。	 
	 
	 
	 	 図 7	 東急プラザの江戸切子のデザイン構成	 
	 
３.）水辺に開いた江戸の町の蘇生	 
高度経済成長期に建設された防潮堤や高速道路は、江戸
以前から受け継がれてきた水と人と建築の関係を大きく
崩壊させた。一方、現在その負の遺産としての防潮堤を
うまく活用して水辺に開く建築が登場している。東京都
による隅田川、日本橋川を中心に行われている「かわて
らす社会実験」によりうまれたそのような事例は、2013
年から 2017 年までに 6 事例うまれている。	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 図 8	 かわてらすの構成	 
	 
４.）町人地の場所性と現代的な継承法	 
「下町の町人は、繁華な街路に堂々とした店構えをもつ
ことを志向した。敷地の奥の私的空間部分は質素でも、
街路に面した表の店は耐火機能をもたせるだけでなく威
厳を表すために、蔵造り、塗家作りの立派なものにした。」
（陣内秀信『東京の空間人類学』）この「街路に店を構
える意識」は、時代の中で建築様式こそはかえていくが、
基本的な構図は明治、大正、昭和と引き継がれてきた。
しかし、現代社会においてそれは利用されている。例え
ば中央区では、「街路に店を構える意識」が大正8年に建
物のスカイラインを統一される制度をうみ、開発制度の
中でその時期に建設された建築を保存し利用する事例が
誕生した。それは、特定街区制度や総合設計制度を利用
して歴史的建造物を保存すると容積率割増しを受けるこ
とができるというものだ。ほとんどの事例で街路に面し
た部分を保存し、裏に高層ビルを建設している。	 
	 
	 
	 	 	 図 9	 開発にけるビル低層部のデザイン統一	 
	 
４．	 宗教空間における場所性と現代的解釈	 
	 （４.１）銀座の都市化と神社	 
１.）銀座に点在する神社	 
現在の銀座に点在する神社は、都市化や近現代の破壊と
再生により、焼失したり再建されたり境内地を縮小した
りして、屋上に上がるものやビルに吸収されるもの、路
地の片隅に追いやられているものなど様々な形となって
祀られている。一方このような状況の中、多くの神社が
その場所を変えずに鎮座している。それは、稲荷神社の
鎮座すべき場所の雰囲気を感じ取り、篤く信仰している
人々によって支えられている。	 
２.）ビル化する神社とその背景	 
神社のビル化という選択肢は、高度経済成長期に起きた
職住分離による銀座の都市化の影響である。これにより
氏子数を減少させた神社は、鎮座する町の共同体として
の力を弱め、神社が単体で維持費を捻出しなければなら
ない状況へ追いやられた。	 
	 
	 	 
図 10	 ビル化した神社の構成図と一階部分の拝殿	 
	 
３.）屋上に上がる神社	 
屋上に上がる神社の中には、銀座出世地蔵尊のように町
の共同体として守られてきた神社が、都市化の影響によ
りその崇敬者を失った結果、ビルの屋上で存続するとい
う選択肢をとったものもあった。一方、銀座では企業の
屋敷神としてビルの屋上に鎮座している事例が多く存在
した。それは企業の業績が悪化し、存続の危機に直面し
た際に企業組織における共同体の中心に神社を建立する
ことで、社員の結束力を高め、不況に対抗しようとした
ものであった。銀座ではそのような屋敷神が多く建設さ
れ、それが GINZAKOMATU ビル屋上にする三輪神社のよう
な新たな解釈を生んだ。	 
	 （４.２）現代社会における神社の在り方	 
１.）新たな信仰として生まれる神社	 
農村地や町人地における共同体の中心として稲荷神社配
置されていたが、めまぐるしく都市体型や空間が変化す
る近現代社会において、それは企業組織の共同体として
の神社だけでなく、町の同業種の企業間の共同体の中心
として神社が建立されるような事例も誕生した。さらに、
秋葉原では現代的なサブカルチャー業種の結束をつくる
ための神社も建立され、そこではフィギュアの供養など
も行われる。	 
２.）境内地の新たな「ハレ」と「ケ」	 
江戸時代、神社やお寺の境内地では、祭礼の際には見世
物なども仮設され、「ハレ」としての境内地は大いに賑
わいをみせた。また、「ケ」としての境内地は聖域に囲
まれた幽すいさを備えた空間であった。現代において、
その二つの性格は多様である。「ハレ」の境内地として
は、境内地が国際的な広告を行うイベントの場として利
用されていたり、「ケ」としての聖なる空間にマンショ
ン建築などを通して日常的に俗性が入り込むというもの
も現れた。	 
３.）利用される神社	 
境内地に借地権を設定してマンションを建設したりす
る事例は、いずれも高度経済成長期以降氏子数が減少し
職住分離により常住者を追い出しオフィスが建設される
などの都市環境が、神社の維持を困難なものに変えた結
果であった。一方、神社境内地が都市開発に利用される
事例も登場し始めている。それは、江戸時代の場所性が
山の辺や水の辺で利用されていたのと同じように、総合
設計制度を利用し、社殿の保存と公開空地を参道とする
ことによって容積率割増を得られるというものである。 
 
 
図 11	 参道を公開空地とした琴平タワーの配置図	 
	 
５．	 結章	 
	 （結論）	 
	 ゲニウス・ロキが現在も根付く場所には、武蔵野大地
特有の地形を生かして江戸時代に都市計画された地割や
自然が骨格として基礎となっており、その上に新たな解
釈でうまれた上物が重なっている。そこには、その場所
と建築の関係の中でうまれたゲニウスロキが、意外なと
ころで根付いていた。例えば、山の辺の空間においては
大名屋敷地の地形を生かした建築と自然環境の関係が継
承され、下町では町人地における地割と建築の関係が継
承されていた。また、宗教空間においても山の辺と下町
の空間構成が大中小の神社において継承されていた。	 
東京の都市空間は、こうしたゲニウス・ロキが、武蔵野
大地と江戸の都市計画の中でうまれた骨格の上に様々な
形で根付いていることで、他都市においては類をみない
面白い都市となっているのである。今後、オフィスビル
建築は不必要となり、車やあらゆるモビリティは自動化
され、工場は従業員を必要としないAIコンピューター導
入などの様々な産業革命が生じると言われている。さら
には、少子高齢化などの問題も今後一層加速していき、
都市空間はより一層複雑なものになるであろう。東京オ
リンピック目前とした東京の都市空間が、前回のような
オリンピック計画に伴う都市空間の破壊を起こしてはな
らない。再生期である現代社会においてこそ、場所の歴
史を振り返り、ゲニウス・ロキを尊重するような都市計
画を慎重に考えて行っていく必要がある。	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